
２．金融商品の時価等に関する事項
期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：円）

貸借対照表計上額 時 価 差 額

\ 現金及び預金 2¶838¶976¶704 2¶838¶976¶704 0

] 未収金 1¶052¶371¶086 1¶052¶371¶086 0

^ 未払金 (439¶949¶246) (439¶949¶246) 0

~ 負債に計上されているものは、（ ）で示しております。

附属明細書（開発振興勘定）
１．固定資産の取得、処分、減価償却費（「第87 特定資産の減価に係る会計処理」及び「第91 資産除去債務に係る特定の除去費用等の会計処理」による損益外減価償却相当額も含む。）及び減損損失累計
額の明細 （単位：円）

資 産 の 種 類 期 首 残 高 当期増加額 当期減少額 期 末 残 高
減 価 償 却 累 計 額

差引当期末残高 摘 要
当期償却額

有 形 固 定 資 産
（償却費損益内）

建 物 392¶063¶367 9¶366¶021 ` 401¶429¶388 98¶061¶375 23¶060¶303 303¶368¶013

構 築 物 44¶765¶131 ` ` 44¶765¶131 22¶548¶919 3¶846¶652 22¶216¶212

車 両 運 搬 具 43¶141¶672 4¶287¶150 ` 47¶428¶822 26¶878¶577 5¶409¶163 20¶550¶245

工 具 器 具 備 品 5¶602¶888¶860 653¶230¶985 235¶188¶237 6¶020¶931¶608 4¶057¶185¶200 587¶084¶216 1¶963¶746¶408

建 設 仮 勘 定 250 ` ` 250 250

計 6¶082¶859¶280 666¶884¶156 235¶188¶237 6¶514¶555¶199 4¶204¶674¶072 619¶400¶334 2¶309¶881¶127
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] リース料総額が300万円未満のファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に
係る方法に準じた会計処理によっております。

７．消費税等の会計処理
税込方式によっております。

Ó．貸借対照表関係

G G G G G G G G G

１．基礎研究事業資産とは、医薬品技術等の基礎的研究に関する共同研究先である国立試験研究機
関等が使用している研究用機器等の資産であります。
２．翌期以降の運営費交付金により充当されるべき退職給付見積額は、245¶561¶948円です。
３．翌期の運営費交付金により充当されるべき賞与見積額は、33¶701¶534円です。

Ô．損益計算書関係

G G G G G G G G G

１．基盤的技術研究費は、ゲノム科学、たんぱく質科学など急速に進展する基礎研究の成果に基づ
き、多くの企業・大学等が新たな医薬品等を開発する際に活用できる共通的・普遍的な技術の研
究事業のために要した費用であります。
２．難病・疾患資源研究費は、医薬品・医療機器の開発に欠かせない遺伝子、細胞、実験動物など
研究現場で必要とされている生物資源を開発するとともに、様々な生物資源を収集・保全し、研
究現場に安定的に供給するために要した費用であります。
３．研究開発振興費は、医薬品・医療機器の開発につながる可能性の高い基礎的な研究を国立試験
研究機関や大学等に研究委託を行い、その成果を広く普及させるための費用であります。
また、投資の回収が困難な希少疾病の医薬品等の開発研究を企業等に助成金として交付し、指
導、助言等を行うための費用であります。
４．納付金収入は、希少疾病用医薬品等の研究助成を受けた企業から、製品売上高に応じて納付さ
れる収入であります。
５．ファイナンス・リース取引が損益に与える影響額は、3¶054¶682円であり、当該影響額を除いた
当期総利益は、413¶686¶638円です。

Õ．キャッシュ・フロー計算書関係

G G G G G G G G G G G G G G G G

資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳
現金及び預金 2¶838¶976¶704円

Ö．行政サービス実施コスト計算書関係

G G G G G G G G G G G G G G G G G G

国からの出向職員に係る引当外退職給付増加見積額は9¶810¶280円です。

×．金融商品関係

G G G G G G G G

１．金融商品の状況に関する事項
資金運用にあたっては、独立行政法人通則法第47条の規定等に基づき、国債・地方債・政府保
証債に限定して保有しております。また、未収債権等の管理については、会計規程に基づき財政
上最も当研究所の利益に適合するよう管理しています。

（注１） 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券等に関する事項
\ 現金及び預金 ] 未収金
これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額
によっております。

^ 未払金
未払金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額
によっております。

Ø．重要な債務負担行為

G G G G G G G G G G G

霊長類医科学研究センターに建設する高度実験棟建設工事代金として3¶749百万円の工事請負契
約を平成23年11月に締結しました。その後平成25年２月に契約変更し工事請負額は3¶815百万円と
なりました。そのうち、平成23年度で877百万円、平成24年度で1¶470百万円支払済みであり、平成
25年度支払予定額として1¶468百万円があります。

Ù．重要な後発事象

G G G G G G G G G

当研究所は、研究生物資源事業の新たな展開を図るため、公益財団法人ヒューマンサイエンス振
興財団より、平成25年４月１日付けで、研究生物資源事業に係る資産を無償で譲り受けました。譲
り受けた資産の総額は575¶858千円で、その内訳は建物475¶365千円、土地89¶432千円、その他の資
産11¶061千円であります。

 
—


		2013-10-27T14:38:49+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




